
平成２７年度 生徒自ら行う学習環境整美事業実績報告書 

 

長野県更級農業高等学校長 

下記のとおり事業を実施しました。 

記 

１ 実績内容  

事  業  名  本館２階壁面修繕 

実 施 主 体 名 生徒会執行部 

実施人数（生徒） 20 名 

〃 （保護者）  

   〃  （職員等） ２名 

実 施 日  平成 27 年 8 月 21 日 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

昨年度本館３階壁面の修繕を当事業で実施して、多くの方々から

『綺麗になったね』等の反響があった。今年度は、２階壁面の修繕を

夏季休業中に実施していきたい。 

 ２階壁面は、耐震強度の補強工事後の壁面が薄い。そのため壁面に

穴が開いている箇所がある。その上から、補強と修繕として白化粧し

たベニヤ板をボンドで固定する。 

 

 

２ 実績額     40,500   円  

（購入品目）                     ※添付書類で明細が分かる場合は省略可。 

品   名 規 格 数 量 単 価 金  額 

     

     

     

     

     

     

 

３ 実施成果の公表方法・時期 

 本校ＨＰにより実施内容を公表（12 月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式 2 の付表 

 

○事業を実施した結果、教育的効果（生徒の取組み等）の状況 

 

 昨年度末に本館３階の壁面修繕を行い、多くの方々よりきれいになったとの話をいただいた。３階

同様に２階の壁面も多くの修繕が必要な個所があり、１０月に行われる文化祭の前に修繕をしたいと

考えていた。実施生徒は生徒会執行部・文化祭実行委員長・副委員長と文化祭の準備の時間を割いて

「きれいな学校でお客様を迎えよう」と作業を行った。前回も同じ作業をしているので手馴れており

予定よりも早く終了することができた。今後は、今の状態を維持できるように生徒会執行部からの呼

びかけ等をしていく予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      穴が開いた壁面            化粧べニアに両面テープとボンドを塗布 

 

 

 

 

 

 

 

 

      壁面に接着                  養生テープで仮どめ 

 

 

○事業を実施する上での問題点 

 もともとの壁面の強度が弱いため、多くの穴が開いていた。今回で、本館の修繕は完成となります。

しかし、ペンキが剥げかかっているところも多く今後どのように修繕ができるかを模索中です。 

 

 

○今後、本事業に要望すること 

 生徒会執行部として、校内修繕を行わせていただきました。今後も修繕を少しでも自分たちでおこ

なうためにも、この事業を継続していただきたいと思います。 


